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まえがき

核分裂の持続的連鎖反応が初 めて達成され、 ちょうど今年で半世紀を迎えた。

原子力発電 は、今 日、世界の電力需要の約 17%を まかない、われわれは、原

子力の平和利用によって多大の恩恵を受けている。わが国では、電力の約 3割

が原子力発電でまかなわれてお り、今や原子力発電は、エネルギー供給源の柱

のひとつ となっている。

最近、 プル トニウムの利用をめ ぐって、様 々の議論がある。わが国の原子力

発電所の使用済燃料の再処理で得 られたプル トニウムを、 フランスか ら海上輸

送するにあたって、その安全性 に対す る関心が高ま り、その結果、わが国のプ

ル トニウム利用や核不拡散政策 に対す る疑間が投げかけられている。

しか しなが ら、 これ らの意見や批判の中には、わが国のプル トニ ウム利用に

対する長年 の取 り組みや姿勢 に対する理解の不十分 さや、 プル トニ ウムの性質

や取 り扱 い技術に対する誤解か ら生 まれている点 も多い。

わが国は、 1956年 に「原子力開発利用長期基本計画」を策定 したが、す

でにその中で、原子燃料サイクル確立の重要性が打 ちだされ、 プル トニウム リ

サイクル技術の研究開発の必要性が指摘 されている。その後、原子力委員会を

中心 として、検討、調査が重ね られ、 1959年 には、日本原子力研究所で、

初 のプル トニウムの分離に成功 している。

以来、わが国のプル トニウム利用に関する研究開発は、 日本原子力研究所や

動力炉・ 核燃料開発事業団などで進め られ、その実績をつみ重ねて きた。 また、

プル トニ ウムの人体の影響 について も、放射線医学総合研究所 において、 19

65年度か らブル トニウムの内部被ば くについて、研究が続 け られてきた。

資源小国のわが国が、将来 にわた り、社会経済の維持発展を図 ってい くため

には、エネルギーの安定確保が最重要課題のひとつであることはいうまで もな

い。原子力発電は、その課題解決のための方策のひとつ として選択 され、研究

開発が進 め られてきた。 とりわけ、原子燃料の リサイクルによって、原子力発

電 は一層、その優位性が発揮 される。 プル トニウム利用 も、そのサイ クルの一

環 として位置づけられている。



この冊子 は、今 日、世上をにぎわせているプル トニウム利用について、原子

力の平和利用 とい う国是の もとで、わが国がプル トニウム利用に取 り組む姿勢、

これまでの 30有 余年 に及ぶ研究開発の実績 と成果およびその安全管理や放射

線影響 について、 さらには、核不拡散の取 り組などについて、概要をとりまと

めている。

報道関係者各位のプル トニウム利用に関する取材の一助 としていただければ

幸 いである。
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